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　気象学術用語の 日本語訳に 関す る問題提起が常任理

事会 か らあ りました が （小倉 ，1996 ）、天気 を見 る限 り

で は そ の 後進 展 が な い よ う で す ．し か し，カ タ カ ナ表

記は 理解 しに くく，意味の 見当が あ る程度 つ くH 本語

訳が 必要な こ と は 多 くの方が 認 め る と こ ろ で す．
一

般

へ の 教育普及 とい う視点 か らは特 に そ うで す．筆者は

自然 に 良訳 に 落ち 着か せ る よ り も，出来る だ け 早 く ・

良 く検討を加 え た 上 で使え る よ う に す る こ と が望 ま し

い と考 え ま す ．そ こ で、上 記提起で 例示 さ れ た雲微物

理学分野 に お け る日本語訳 の 整理 と提案 を行 い た い と

思 い ま す．第 1 表 に そ れ を 示 し ま す．文部省 学術 用語

集の 改訂 を念頭に置き ，定訳が望 ま し い 用語 も含め て ，

全 て で は あ り ま せ ん が網羅 的 に 取 り上 げ て み ま し た．

　訳 に あた っ て は 次 の 点 に 留意 し ま し た ：

1）原 語の 意味を 残 す

2）他 の 用語 との 混 同 を避 け る

3）定着 し た 良訳 と 思 わ れ る もの は で き る だ け変 え な

　 い

4 ）人名 ，外来語 と して 定着し て い る場 合あ る い は適

　訳 が な い 場合 に は 力 タ カ ナ表記 と す る

5 ） カ タ カ ナ 表記 と す る場 合 に は 、ドイ ツ 語的発音 か

　 ら英語的発音 に 向 か う現代 の 趨勢 に 従 い ，そ の まま

　発音 し て も英語 に 近 い 表記 と す る （原語本来の発音

　 を重視すべ き と の 意見 もあ る か も知 れ ま せ ん が，国

　 際語 と して の 英語 と い う視点 に 立 ち ま し た ．〕．

　幾 つ か の間題 用 語を説明 し ま す 、
・aerosols

…
英独混成発音 の

t
エ ア ロ ゾル

’
が 良 く使 わ

　れ ま す が，そ の ま ま の 発音 で す と 英語 と し て 通 りま

　せ ん．そ こ で ，英語的発音 の
i

エ ア ロ ソ ル
’
を推 した

い と 思 い ます．辞書 に は 煙霧質 と い う語 も あ り ま す

が ，あ ま り使わ れ て い な い よ うで す

・condensation 　vs ，　coagulation …混 同 を避 け る た め ，

化学で 使われ て い る擬 縮
’

（condensatiGn ）と
‘
凝結

’
〔coagulation ） で 区別 し ま し た ，

・deposition　vs ．　sublimation …そ れ ぞ れ
c

（気相）析 出

’
と
匚
昇 華

｝
を使 う，depositionは 固 相 か ら の 蒸発 で

あ る subljmation の 逆 過 程 を 表わ す 用語 と し て，

McDonald （1958）に よ っ て 提案 さ れ た も の で す．以

前 は ど ち ら の過程 も sublimation が使わ れ て い まし

た が ，欧米で は 最近 区別 が か な り は っ き り行わ れ る

　よう に な りました．

・subsaturation 　vs 、　supersaturation …そ れ ぞ れ ，
’
不

飽和・亜 飽和
輝
， 過 飽和

’
と す る．飽 和に は 満 たす と

い う意味 が 入 っ て い る の で 1 満た さ れ な い ，即 ち 不

飽和 が 使わ れ た と 思 い ま す が 過飽和 と の釣合 い が思

わ し く あ り ま せ ん ，そ こ で 、化学 で は，標準 よ り多

い か 少 な い か で
‘

亜   過
1
を使 い ます の で （た と え

　ば，亜 酸化窒素、過酸化窒素），こ れ に 習 っ て 亜飽 和

　と い う語 を加 え ま した ．

・sweepout
…‘

ス イ
ープ ア ウ ト

’
の 他，掃 し ょ く （拭）

　と い う言葉 を当て ま し た ，

　 　　　 　　 　　 参　考　文　献

McDonald ，」．　E、，1958 ：
”Depositi〔｝バ ー

a　prop 〔）sed 　anto ・

　11ym 　for ”

sublimation
’「
，」，　Meteor．、151245．

小倉義光，1996 ：気 象学術 用 語 の 日本 語 訳 に つ い て 1 天

　気，　43，　194　195．
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第 1表 　 雲 微物理 学分野学術用語 の 日本語訳

英 　語 日本語 英　語 日本語 英　語 日本語

Accommodat め n

coefficient

Accretion
Activation
」へerOSQIS

Aggregates
Aitken 　nuc ］ei

Anthropogenic

aerosolArtlficial

　ice　 nu ．

de｛

Aspect 　ratio

Basal　 face

Biogenic　nuclei

Bowen 　model

Breakup

Bullet　 rosette

crystal 呂

Capped 　 co 亅umn

（crystaD

C 】oud 　 chamber

C】oud 　condensa ・

tiOtl　nuclei

Cloud　physics

Cloud　 seeding

Clusters

Ceagulation
Coagulation　 co ・

effientCeale

．scence
Coalescence　effi．
ciencvCold

　 charnber

Cold　 rainrnecha −

nismCol

］ection 　　eff…．

cienCVCollectk

〕n 　kerneI

Collision−coa ］es．

cenceColljsion

　　　effi −

denCVColun111s

Condensation
Condensation　 co ．

efficient

Condeng．ation
freClingCondensation

　 nu ．

clei

適応係数

凍結付着

活性化

エ ア ロ ソ ル 1〔エ ア

ロ ゾ ル ，煙霧質〕
凝集体，併合体
エ イ トケ ン 核

人 為起 源 エ ア ロ ソ

ノレ

人 工 氷晶核

ア ス ペ ク ト比 ，縦
横比

基 底面

生物起 源核
ボー

エ ン モ デル

分 裂

砲弾 （型氷晶の ）

放射状集合

鼓型 （結 晶 》

雲 （霧）箱

凝縮核，〔凝結核〕

雲 物理 学

雲 の 種 ま きく 蒔，
撒 き 〉

ク ラ ス ター、集合

体

凝結

凝結係数

併合

併合効率

冷箱

冷 た い 雨 の 機構

捕 そ く＜捉 〉 （集〉

効率

捕 そ くく捉〉 （集）

カ
ー

ネ ル （仁）

衝 突 併合

衝 突 効 率

角柱，柱状結品

凝縮，〔凝 結〕

凝縮係数

凝縮凍結

凝譱核

　 activity 　 spec ・　　 活性度 ス ペ ク

　 trum 　 　 　 　 　 　 　トル

　 size　 　 　 　 　 　 　 大 き さ

Condensed 　water 凝 縮水

Contact　 （freez一接触 （凍結）核

in9）nuclet

Crit｛cal 　 embryo 　臨界 芽 （核 ）

（nucleDDeliquescence

　 of エ ア ロ ソ ル 粒子の

aerosol 　particles 　 潮解性

Dendrites　　　 樹枝状 （結）晶

Deposition　　　 気相 析 出，析 出

Deposition　 co − （気相）析出係数

efficienl

DepositiDn　 nu ．（気相）析出核

clei

（＝Sublimation　 nuclei ）

Diamond 　dust　　 ダ イア モ ン ド ダス

　 　 　 　 　 　 　 　 　ト，細 氷

DiffusiOn　 cham ．拡散箱

berDiffusien
　 coeffi 一拡散係数，拡 敬 率

CLent

（＝Diffuslvity）
Diffu5ion−kine匸一　 拡散運動論

iCSDiffusional

　grfovsth　拡散成長

Diffusi〔〕phoresis
D1mei』

Dislocat［on

DI．ag 　 coefficient

DrizzleDI
’
opsDropl

巳ts

　 stochastiC 　 cea ．

　 1escence

DrOP】et　growth

　 kinetic　effect

Dry−growth 　 re −

gimeDry
　ice

Ed暮e　free　erl已 rgy

Embryo

Entity　mixing
Entraね me 員t

EpitaxyEquiHb

由 m 　vapor

P「essuTe

FogsFreeZing

　nuC ］ei

拡 散 泳 動

二 量体

転 位，デ ィ ス ロ

ケ
ー

シ ョ ン

抵 抗係数

霧 雨

（液〉滴

微 （液 ） 滴

　確率併合

（液）滴成長

　 運 動 論 的効 果

乾燥成長域

ド ラ イ ア イ ス、固

体炭酸

エ ッ ジ 自由エ ネ ル

ギー

エ ン ブ リオ ，は い

く胚 〉 芽

実質混 合

エ ン トレ イ ン メ ン

ト

ェ ピ タ ク シ ー

平衡蒸気圧

霧

凍結核

Gas　to　part ［cle

COnve 「sjo 冂

Geometric　factor

Ge  

G［an 亡nudei

Glaciation
Graupel
Gravitational　 co ．

a 】escence

正｛ail 　 suppression

Hai ［stones

　sponge 　ice

　soaking

　 sheddlng

Hal］ett −MossOP
mechanlsm

Haze　particle

IleterogeneOUS

nucleation

Hemogeneous

freezingHydration

H 》
・drophilEc　sites

Ilydrophobjc
SltesHygroscopic

　par−

dclesIce
　crys 亡alS

Ice　crystai 　gr。帆 h

　 electrostatic

　 analogy

　 electrica 】

　 capa ⊂itance

工ce 　crysta1 （grow ・

th）　habit

Ice　fogS
エce 　 rragmenta ・

tion　proceSS

Ice　 multipliea ・

tionIce

　〔f。rm ［ng ）

nucleiIce

　pellets

Ice　sat しLration

Ice　splinters

気体
一一
粒 子 変換

幾 何 フ ァ ク ター

（因子 ）

芽

巨大核

氷晶化

あ ら れ く 霰〉

重力併合

降 ひ ょ うく 雹 〉 担亅

制

ひ ょ うく 雹 〉 塊

　 ス ポ ン ジ （抱水）

　氷

　 浸 水

　 シ エ ツ 7 イ ン

　 グ，い つ く溢〉

　水，脱 水

ハ レ
・
ン ト ・

モ ソ ッ

プ 機搆

もや （か す み ） 粒

子

異 質 核 形 成 （ニ ュ

ー ク リ エ
ー

シ ョ

ン ）

均 質凍結

水 和

親水 性 の 場 所

疎水 性 の 場所

吸 湿 性粒 子

氷 （の 結 1 晶

氷晶成長

　静竃 ア ナ ロ ジー

　電気容量

晶癖，氷晶成長習

性

氷霧

氷 晶破砕過 程

氷晶増殖 （過程）

氷 晶核

凍 雨，氷 あ ら れ

く 霰〉

氷 （t）飽和

氷 の か け ら（破 片 ）
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第 1表　 （続 き）

英　語 日本語 英　語 日本語 英　語 日本語

Immersion 　freez−

ing　IILIC】eatiOn

Inadvertent

〔weather ） modi −

ficationIilitiation
　of　pre・

cipi しation

Interfaciai　energ ｝
T

Isometric　growth
Kao 】illKao

】iTlite
Kelvin　equation
Knudsen 　 number

K6hler　curves

La　ngmuir
’
s　chain

reaCtionLaplacc

　equa ・

tionLarge

　nuclei

La てent 　heat

Liquid−like】ayer
Liquid　water

COIltentLine

　tension

1　’lean　free　path
Melting 　layer

｝lemory 　effect

Metaldehvde
｝．L・leteorites
、　・ticrophysi　cs　of

clouds

、　・lillipore　fitter

、1ixed　 nuclei
Mixing 　 chamber

Mobiiity
｝40nOnler

Needle　ice　cryS ・

talSNucleation

NucleUS

Nucleus 　counters

Os しwaid
，
s　rule 　 Df

stagesOverseeding

Partie］es

Photophoresis

Plate　ice　crystals
Precipitation

浸 し く 漬〉 凍結核

形成 （ニ ュ
ー

ク リ

エ ーシ ョ ン ）

非意 図 的 （気象）

変化 （制御）

降水 の 開始

界 面 工 ネ ル ギー

等方性成長

カ オ リ ン

カ オ リナ イ ト

ケ ル ヴ ィ ン 式

（ク ）ヌ
ードセ ン 数

ケ ーラ ー曲線

ラ ン グ ミ ュ ア の 連

鎖 反 応

ラ プ ラ ス 式

大核

潜熱

疑似 液 （体 ） 層

液体雲水 量

Prectpttation　ef・

ficieτ1C、
・

Prism　face
Pyramidal 　 ice

C τystalSQtiasi
−liquidla｝

Ter

Raindrops
　 col ］ision　break・

　 up

　 sp   ntaneous ．

　breakuP
Raoul ピs　law

Rebound 　ofdrops

下〜eplicas 　〔】f　 SI］ow
crystalSRimed

　 ice　 parti−

desRi
エnin9

Saturaもion　 ratio

Saturatioll　vapor

P「essu 「e

Scavengin9
線張力

平 均 自由 行 路 　　　Sea　 salt

融解層　　　 　　 Secondarv
記 憶効 果 　　　　　production
メ タ ア ル デ ヒ ド　 Seeding
隕石

雲 微物 理 学

降 水 効 率

プ リズ ム （側）面

ピ ラ ミ ッ ド型 氷晶

準液 （体）層

雨 滴

　 衝 突分裂

自発分 裂

ラ ウール の 法則

液 滴 の 跳 〔ね ）返

り

雪結晶 の レ プ リカ

雲粒付氷晶

付着凍結 　ラ イ ミ

ン グ ， 着氷

飽和比

飽和蒸気圧

　　 掃去，ス カ ベ ン ジ

　 　 ン グ

　　 海塩

且ce 　 二 次 氷 晶 発 生

　　　　　　　　 Sheath　ice　c τys・

ミ リポ ア ろ く濾＞　tals

紙 Shock　 induced

混 合核　　　　　 freezing

混合箱　　 　　　 Silver　iodide
移 動 度 易 動 度 　 　Size　distribution

単量体 　　　　　　Skeletal　ice　crys 一

針 状 氷 晶 　 　 　 　 　 talS

　 　 　 　 　 　 　 　 SIeet
核形成，ニ ュ

ーク

リエ
ー

シ ョ ン 、〔核
化〕

核

核 カ ウ ン ター

オ ス ト ワ ル ドの 段

階則

過乗11種．ま き 〈 蒔，

撒 き〉

粒 子

光泳 動

板状氷晶

降水

SmogSnowSnow

　crystals

Sno馬vf 】akes

Snow 　pellets
SQft　haH

Sojution　dr〔〕P［ets

SPongy 　hai1

Stefan　flow

Stel］ar 　cr、
・
stals

Step

種 ま き く 蒔 ，撤

き 〉 ，シ
ーデ ィ ン

グ

さ や く鞘 〉 状氷晶

衝撃誘 起凍結

ヨ ウ化 銀

粒径分布

が い く 骸〉 晶

み ぞ れ 〔英 ），み ぞ

れ ま た は 氷あ られ

（米）

ス モ ッ グ

雪

雪 （の ）結晶

雪 片

雪あ られ く霰〉

あ られ く 霰 〉

微溶液滴

ス ポ ン ジ状 〔抱 水 ）

ひ よ うく雹〉

ス テ フ ァ ン 流

星状氷晶

ス テ ツ プ

Stochastic　 col ．確 率 的 捕 そ く

【ect め 冂 　　　　　 く捉 〉 （集）

Stokes　flow 　 　 ス トーク ス 流

Sub］inlatjon　　　 昇華

Sublimation　 nu ．昇華核

Clei

（＝Deposition　nuclei ，気相析出核）

Subsattirati〔｝n

SuperCueling
Superheating
Supersaturation

Surface　energ ｝
，

Surface　free　en −

e「g｝
’

Surface　tension

Sweepout

SweePvklt 　 effi −

ClencyTe

叮 丁iinal 　 velOC −

ityTherma
］ aCCOm ．熱適応係数

m   dation　⊂ oeffi −

cientTherma

］conduc 一熱伝導 度

ti、・it／．

Thermal 　 dlffu・熱拡散箱

sion 　 chamber

Thernial 　 diffu一熱拡 散 率

sivityThermal

　 satUTa 一熱拡散飽和箱

tion （：hamber
Thermometrlc 　　 温 度伝導度

c 〔〕nductivitv

（＝ Thermal　diffusivity）

Themophoresis

Underco 〔〕ling
（＝Supercooling）
Unit ⊂ e 」

van
’
t　Hoff 　tactor

Vent 澀a 匸ion

Ventilation　effect

Virga
、Vake 　capture

、Varm 　　I
．
ain　rne −

charlism

、Vater 　 satura −

tion

、Veather 　modifi −

catlQn

、Vet −gro、1
『th 　 re ・

91meWulff
’
s　theQrem

不 飽 和 1 亜 飽和

過冷却

過熱

過 飽和 （度 ）

表面 工 ネル ギ
ー

表 面 自 由 エ ネ ル

ギー

表面張力

掃 し ょ くく 拭〉，
ス イープ ア ウ ト

掃 し ょ くく 拭〉 効

率

終 （端） 速 度

熱泳動

過 冷却

単 位格 子

ヴ ァ ン トホ ッ フ 係

数

換気，通気

換 気 〔通 風 ） 効 果

尾流雲

伴流捕 そ くく 捉 〉

暖 か い 雨 の 機構

水 （上 ） 飽和

気象 制 御

ぬ れ く 濡（れ ）〉成

長域

ウ ル フ の 定理

・常用 漢 字外 あ る い は常用 漢字音訓以外の 読み の 場合に は 「ひ ら が な 〈 漢字〉 」 で 記 述

・訳 が 「○○○，〔△ △ △ 〕」 と記 述 され て い る 場 合 に は 「C ⊂）Oj を推 奨
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